
                                                                  日高教発１１－０５７
                                                                  ２０１１年６月１４日
各道府県・政令市高教組　執行委員長様
県教組高校組織　責任者様
日本高等学校教職員組合
                                                  　　      中央執行委員長　加門　憲文
2011年度「日高教現業職員部実態調査」の実施について(依頼)
　日頃のご奮闘に敬意を表します。
　さて、例年実施している標記の調査を下記の要領で実施します。調査結果は全国連帯のたたかいをすすめる上で重要な資料となります。お忙しい中ですが、よろしくお願いします。
記
１．調査の目的
（１）現業職員の賃金や定員の削減、業務の民間委託・職務替えの実態を解明します。
（２）実態調査を分析し、政策づくりをすすめます。
２．調査項目と回答方法
（１）調査項目
№１　現業職員の配置状況および民間委託・職務替えに関する調査
＊昨年の調査用紙を簡略化しました。

　　№２　現業職員の賃金に関する調査
　　№３　現業職員部 基礎調査
（２）回答方法
　　① 上記の3つの項目ごとに「解答用紙」を用意しています。2011年4月1日現在の状況をそれぞれに記入してください。
　　　＊2010年度の実態調査を添付しました。前回の回答内容をご確認ください。
　　② 様式を日高教ホームページに掲載しています。それを使って回答をメールで送信することもできます。
３．集約の締め切り　

７月８日（金）
＊日高教本部宛　郵送（〒102-0084　千代田区二番町12-1　）

FAX送信（ FAX：03－3230－1569　）
　　　　　　　　　　メール送信（　gengyo＠nikkokyo.zenkyo.org　）

４．調査の活用
第2１回学校現業職員研究集会（7月23日～24日、大阪）において、調査結果をもとに討論・交流し、全国的な運動の前進をはかります。
５．調査に関する問い合わせ先

　　＊日高教本部　加門憲文（担当役員）・芦沢陽子（担当書記）　℡：03－3230－0284　
※　なお、学校現業職員を組織していない道府県（政令市）高教組、あるいは学校現業職員部が未確立の組織においても、調査の目的・意義をご理解の上、可能な限りの協力をお願いします。
以上
№１　現業職員の配置状況および民間委託・職務替えに関する調査

１．現業職員配置の全体的な状況

（1）配置数などの概要

	学校数


	現業職員の配置数
	新規採用者等
	民間委託
	職務替え

	
	正規
	＊非正規
	採用数
	退職数
	※●導入、▲交渉中、○なし

	課程別
	全日制
	
	
	
	
	
	
	

	
	定・通
	
	
	
	
	
	
	

	
	支援学校
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	（校）
	（人）
	（人）
	（人）
	（人）
	※詳細は別項で回答して下さい


【注】＊「非正規」…再任用・嘱託・非常勤など（正確に把握できなければ概数で可）

（2）配置の基準　　
	全日制
	一般業務
	

	
	農場作業員
	

	
	甲板員
	

	
	その他

（　　　　　　）
	

	定時制
	一般業務
	

	
	給食調理
	

	特別支援
	一般業務
	

	
	給食調理
	

	
	介護員（介助員）
	

	
	運転手
	


２．業務の民間委託の導入について

	（1）導入状況
	＊該当する箇所に○をつけ、必要なところは記入して下さい

ア．現在、導入されている

イ．当局より提案があり、交渉中（非公式の提案も含めて）

　→交渉の状況を記入して下さい（資料があれば添付を）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ウ．導入も提案もされてない（非公式にも動きがない）

	（2）導入された職種（校数）


	＊該当する職種に○をつけ、（　）に校数を記入して下さい

・一般業務（　　）　　・給食調理（　　）　　・介助（　　）　

・農場作業（　　）　　・運転手（　　）　　　・甲板員（　　）

・ボイラー（　　）　　・警備（　　）　　　

・その他（職種〈　　　〉、校数〈　　〉）

	（3）明らかになっている問題点や事例


	①教育活動や学校運営上の問題点



	
	②偽装請負など法令違反



	
	③民間委託の委託職員の賃金・労働条件など



	（４）当局との交渉などのとりくみ、たたかい
	


３．職務替えの導入について

	（1）導入状況
	＊該当する箇所に○をつけ、必要なところは記入して下さい

ア．現在、導入されている

イ．当局より提案があり、交渉中（非公式の提案も含めて）

　→交渉の状況を記入して下さい（資料があれば添付を）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ウ．導入も提案もされてない（非公式にも動きがない）

	（2）職務替え後の職種

　
	＊該当する職種に○をつけ、必要なところは記入して下さい

・事務職員　　・実習教員　　・寄宿舎職員

・その他（　　　　　）

	（3）職務替え「適性検査」などの内容


	＊該当する箇所に○をつけ、必要なところは記入して下さい

ア．筆記試験（一般常識・作文など）　イ．面接

ウ．その他（　　　　　）

	（4）賃金・労働条件の変化（経済的損失など）

　

　
	・現業職員にとどまった場合の減額（行二の適用など）

　→減額の概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・職務替え後の賃金・労働条件

　→その概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（5）明らかになっている問題点や事例


	①職務への不適応など



	
	②教育活動や学校運営上の問題点



	
	③その他



	（６）当局との交渉などのとりくみ、たたかい
	


　№２　　　現業職員の賃金に関する調査　
１．現業職員の呼称

	一般業務
	給食
	特別支援学校

	
	
	


２．給料表　
	適用
	独自の概要
	初任給格付け
	最高等級号俸・金額

	
	
	
	


３．総務省「技能労務職員等の給与等の見直しに向けた取組方針について」に基づく見直しの動き

	現給保障
	前歴換算の見直し
	昇格・昇給（ワタリ）の見直し・改悪

	
	
	


	昇格・昇給（ワタリ）基準と概要

	１級→２級
	２級→３級
	３級→４級
	４級→５級

	
	
	
	


	査定昇給の導入
	教職員評価の賃金へのリンク

	
	


	定年年齢
	退職手当
	独自の概要

	変化
	年齢
	
	

	
	
	
	


４．諸手当の見直し・改悪（具体的に記述してください）
	


５．臨時職員の賃金・労働条件（実在しているケースを記述してください）
	雇用の名称
	

	雇用形態と人数
	

	雇用期間
	

	法的根拠
	

	勤務時間
	

	給与
	

	社会保険の加入
	

	年休等
	

	期末手当
	

	諸手当
	

	その他の手当
	


６．賃金にかかわるたたかいととりくみ

　№３　　　現業職員部基礎調査　
	県名
	

	現業職員労働組合の名称
	

	結成年
	

	現業職員部もしくは現業職員
労組の年史
	

	現業職員部の有無
	

	役員会議
	

	総会の日程
	

	ニュースの発行回数（月○回／年○回など）
	

	パンフや討議資料等
	

	独自署名
	

	署名の２０１１年度目標数
	

	研修制度
	

	学校以外の異動
	

	人事異動の規則
	

	異動の具体例
	

	教職員評価は教員と同じ・異なる
	

	評価制度の実施
	


県名　　　　　　　記入者
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